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低次元磁性体 copper benzoαte Cu( C6HsCOO) 23H20 と copper tetra・α:mine sulfate Cu( NH3) 4S 04 ・ H20
(CTS) で，おもに 1 K以下で，異常 g-shift を見出した。温度が低くなると， gfl直は結晶のすべての
方向で大きくなる口 Nag.αtα によって導入された，非等価スピン系の short range order の理論により c-
opper benzoαte の場合は，定性的に説明された。 CTS の場合は，その二次元性に関連づけられた口
Pαrt 2. 
copper benzoαte の，反強磁性共鳴により ， N馥 1 点が， O.76K であることがはじめて見出された。
あきらかな常磁性状態と反強磁性状態の共存が確認された。反強磁性共鳴は等方的交換相互作用，対
称、および非対称非等方的交換相互作用，磁気双極子相互作用，非等価スピン系などを考慮して説明さ
れ，一次元磁性体のスピン fluctωtion により，部分格子磁化が古典的値より小さく， 22%であること
が見出された。
Pαrt 3. 






次元磁性体では見られない広い温度領域に存在する short range order をめぐる諸問題がその中心であ




る。 Cu(CJIsCOOh3民0 ， Cu(N民)4804民O および (C民)4NMnCb の研究を行ってつぎのような知見
を得た。
(1)常磁性共鳴における異常 g- シフト
二つの銅塩においてネール温度 TNの近傍の g値が異常に大きくなるという，これまでに知られて
いなかった新らしい現象を見出した。これはごく最近，大嶋君の発見に刺激されて N略αta~こより二種
の磁気的に異なるスピンの存在を考慮して作られた理論で定性的に説明されることが明かとなった。
(2) Cu(~比COO)z3匝O における反強磁性共鳴
典型的な一次元反強磁性体であるこの銅塩はO.76K以下において反強磁性を示し，反強性共鳴を示
すことが見出された。興味のあることはかなりの低温まで常磁性 および反強磁性共鳴が共存してお
り，比較的珍らしい例である。反強磁性共鳴は交換相互作用，双極子相互作用，および異方的交換相
互作用を考慮することにより説明されたが興味のある点はスピン収縮が非常に大きく，充分低温でも
全体の22% しか存在しないことが明かとなった点である。
(3) (C民)4N MnCbの反強磁性共鳴
この物質の反強磁性共鳴が見出されたが， Mn の核スピン異方性磁場が共鳴に関与していることが，
明かとなった。
以上の新らしい知見は低次元磁性の研究に大きい寄与をなすものであり，理学博士の学位論文とし
て充分の価値あるものと認められる。
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